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5. 使徒職における自然徳

― カファルナムの麻痺患者の治癒。
体裁を気にせず、信仰を表明する。
楽観主義。

― 賢明。「偽りの賢明」。

― 他の諸徳。恩恵のよい道具になる
こと。

５・１ カファルナウムでの中風患者
の癒し。人間的な見方ではなく行動
の伴う信仰。楽観主義

今日のミサの福音１は、ガリラヤと
ユダヤの多くの町からやって来た群
衆に説教をしているイエスについて
示しています。すでに入り口の近く
にも居場所がなかったので、みんな
外で一緒に集まっていました。４人
の男が１人の中風の人を連れて来ま
したが、どんなに頑張ってもイエス
に近づくことができません。しか
し、彼らは担架に横たわっている友



を主の近くに連れて行くことを諦め
ません。主に近づくのは難しいと他
の人が諦めても、この男たちは臆せ
ず、屋根の上に上りました。そし
て、主がおいでになるあたりの屋根
の一部を取り除き、穴を開けて、中
風の人の乗った担架を降ろしまし
た。イエスはこの男たちの信仰と大
胆さに驚きました。病人の罪のゆる
しと中風の癒しという大きな奇跡を
起こしたのは、この男たちのお陰で
あり、また、中風患者の謙遜による
ものでした。

ある意味でこの中風の人は、罪や無
知によって神から遠ざけられている
あらゆる人々を代表しています。聖
アンブロジオはこの出来事を評して
声高に述べています。「ある人の功
徳で他の人々をゆるされる主は何と
偉大な方でしょうか！」２病気で
弱った人を主の所に連れてきた友人
は、使徒職の輝かしい模範です。
待っていてくださるキリストのとこ



ろへ、数々の理由で自力では行けな
い人たちのために、私たちキリスト
者は主の真の奇跡の道具となるべき
です。神は、いつもその人々を待っ
ておられます。

私たちが使徒職の仕事を行うとき
は、人々がイエスに出会うのを助け
ようという動機で行わなければなり
ません。使徒職をするときには、カ
ファルナウムでの病人の友人たちの
行いに見られるように、一連の超自
然的な徳が何にも増して必要になり
ます。彼らは、前に自分たちがすで
に会ったことのある主に対して、篤
い信仰を持っている人たちです。病
気の男をキリストの所に連れて来る
ように命じたのは、多分イエスご自
身だったのでしょう。それは信仰の
行為です。なぜなら、要求される常
套手段だけでなく特別の手段を使っ
ているからです。彼らは、イエスこ
そ友人が本当に必要としているまさ



にその人だとの確信をもつ、希望と
楽観に満ちた人々です。

福音書の物語は、私たちに、使徒的
働きに欠くことのできない多くの人
間徳について語っています。第一
に、使徒職に携わる人は人間的な敬
意を望まない人です。つまり彼ら
は、他の人たちが自分たちの行動に
ついてどう考えるか、全く気にしま
せん。周りにいる多くの人たちな
ら、主のみ言葉を聞き入っている
人々がしたその行動を、風変りで極
端なまで奇妙だと簡単に判断をして
しまう可能性があったでしょう。唯
一大事なことは、どんな犠牲を払っ
てでも友人をキリストに出会わせる
ことです。ですから、それができる
のは、私たちが正しい意向を固く
持っているときや、すべてのことが
神の承認により、私たちが他の人々
の意見に左右されないときにだけで
す。私たちはこのように振舞ってい
ますか？ 私たちは時々、神が考えて



おられることより、他人が話すこと
の方を重視していませんか？ 私たち
は他の人と異なると見られることを
嫌がっていないでしょうか。私たち
の行いを見ている神と人々に必要な
ことは、すべきことをしているとい
う点で私たちが際立っていることで
す。必要なときには、イエス・キリ
ストへの信仰と愛をどのように公に
表せばよいかわかっていますか？

５．２ 賢明と偽りの賢明

仕事を成し遂げるにあたって、この
４人の友人は真に良い結果をもたら
すために、最も良い方法を見出す賢
明の徳を実行しました。彼らは聖パ
ウロが「肉の賢明」３と呼んだ〈偽
りの賢明〉を無視しました。 偽りの
賢明は、いとも簡単に臆病に変わる
もので、私たちは身体的な幸福に役
に立つものだけを探すようになりま
す。偽りの賢明は詐欺、偽善、狡
猾、利己主義や自己本位の打算と同



じようなものであり、主(おも)に関
心を持つことは物質的な利益が中心
です。そこで偽りの徳とは、恐れ、
臆病、高慢、怠慢の混合物であると
言えるわけです。人々が偽りの賢明
に導かれるのをそのままにしておけ
ば、友人はイエスに出会うことがで
きないでしょうし、病気の人を治し
たときのようなイエスの眼差しの輝
きを見る、限りない喜びを感じるこ
とはないでしょう。人でいっぱいに
なった家の入り口の外側に残ったま
までイエスの声を聞くことさえでき
ないでしょう。

この男たちは賢明の徳を生きまし
た。この徳はいろいろな場合に、困
難であっても行うべきこと、また、
行うべきでないことを教えてくれま
す。私たちが探し求めている目的へ
と導く方法を示し、どういうふう
に、いつ行うかを教えてくれます。
友人たちは、目的は主に出会うこと
だとはっきりわかっていたので、達



成するための手段を探しました。家
の屋根に上がり、そこに十分大きな
穴を開け、中風患者を担架に乗せた
ままイエスの足もとに横たえるよう
降ろしたのです。他のもっと良い機
会を待つように助言する他の人々の
偽りの賢明の言葉を気にしませんで
した。

カファルナウム出身のこの男たち
は、自分で主の所にたどり着くこと
ができないあわれな仲間にとって本
当の友でした。「友人が仲間のため
に、特に最も困難の中にいる人たち
のために良いことをするのは正しい
ことです」4。神を必要とすることほ
ど大きな必要性はありません。友人
を本当に尊重する最高のしるしは、
すべての善の根源であるキリストの
方にもっと近づくように連れて行く
ことです。悪い行いをしないことは
当然ですが、ただ悪いことをしない
ということだけに満足してはいけま
せん。すべての人が招かれている聖



性を、皆が熱望するようにしなけれ
ばなりません。そのために神は必要
な恩恵をお与えになるでしょう。神
に向かう道に沿うように手助けする
こと以上に大きな親切はありませ
ん。人々に示す他のどんな良い方法
も見出さないでしょう。だからこそ
私たちは多くの友人を持ち、真の友
情を育てるように努力しなければな
らないのです。「本当の友人は、二
面性を持つことはありません。もし
友情が忠実で誠実であるならば、犠
牲と公正さ、親切で気高く公平な奉
仕の業が要求されます。友情は超自
然的な賢明に従って、他の人のこと
について寛大に考え、彼らのために
個人的に犠牲を行うほど強く真実に
なります。真の友情が生み出す信頼
には友が応えると思います。私たち
自身をありのままに認めてくれるこ
とを期待し、必要なときには、友人
は躊躇することなく積極的に私たち
を擁護するでしょう」５。友情は、
初めから、多くの人々がイエス・キ



リストを信じるようになるため、よ
り完全な献身の生活への召命を見出
すための自然な道でした。友情に
よって多くの障害や困難を自然に簡
単に排除することができるでしょ
う。主は、いつもご自身を告げ知ら
せるこの道具を頼りにしておられま
す。主に出会った最初の弟子たち
は、他の誰よりも先に、愛する人に
良いニュースを伝えました。アンデ
レは兄弟ペトロに、フィリッポは友
人のナタナエルに、ヨハネは主の所
に向かう途中で兄弟ヤコブに知らせ
ました６。 私たちはこのようにする
でしょうか？ 最も良いことを、今ま
で出会ったうちの気がかりな人にで
きるだけ早く伝えたいと思うでしょ
うか？ 友人や親戚、学生の仲間や仕
事の仲間に神のことを話すでしょう
か？ 私たちの友情は他の人々をキリ
ストに近づけるための運び手になっ
ているでしょうか？



５．３ 他の徳。恩恵の効果的な道具
であること

使徒職において、もし世界をキリス
ト教化する使命において神の良い道
具になろうと望むならば、キリスト
者は他の人間徳を実践しなければな
りません。剛毅：あらゆる使徒的働
きにおいてあちらこちらに現れる障
害に出遭う時。継続と忍耐：霊魂は
種子のように実をみのらせるまでに
時間がかかり、神が予知した日時ど
おりにはおそらくいかず、数ヶ月も
数年もかかることがあるため。大
胆：話をするにあたって深いテーマ
をちょうど良い時に持ち出さないと
したら、その機会は二度とないで
しょうから、自分のことを推測する
ことさえできない友人のために、
もっと高い理想を要求するもの。誠
実と正義：これなしには友情はあり
えません。私たちの世界は、仕事の
仕方が模範的な男女、真面目で穏や
か、人間的に深みがある、堅固な男



女を必要としています。理解力はあ
るが、キリストの教義に関すること
には妥協せず、礼儀正しく、公正、
忠実、朗らかで楽天的、寛大で勤
勉、単純で勇気がある男女を必要と
されているのです。このようにして
人々は、神の恩恵の良い協力者にな
るでしょう。なぜなら聖霊は人を道
具として使われますから７。 それ自
体何も生み出すことはできません
が、良い職人の手によって良い作品
を作ることができる道具のように、
仕事は神的効果を帯びます。

身体と心を癒された友人を連れて帰
る時の福音の話の中のこの男たちの
喜びを想像しなさい！ 彼らの神との
出会いは、友情をさらにもっと強め
たにちがいなく、このようなことは
真の使徒職すべてに起こることで
す。キリストによって癒されない病
気はないということを忘れてはいけ
ません。私たちが日々出会う学生仲
間、同僚、また、仕事仲間、親戚、



隣家の人たちが回復できないと考え
ることは決してできません。その中
の多くの人はキリストに近づくこと
ができなかったのだと思われます。
恩恵の力に助けられて彼らを神の所
に連れて行くのは、私たちなので
す。キリストへの大きな愛は、人間
的な尊敬など目もくれず、私たちが
出くわすいつもの困難な事柄によっ
てなくなるものでもなく、かえって
生き生きとした信仰を起こさせるも
のです。自分が、今日、聖櫃の近く
にいることを自覚して、確信をもっ
て主に、私たちの友人が癒されるよ
うに彼らを主のもとに連れて行きた
いのですと話しましょう。

１ マルコ２・１－１２

２ 聖アンブロジオ，Commentary on
St Luke’s Gospel

３ ローマ８・６－８ 参照
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